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では、電磁波の中で応用が比較的容易なマイクロ波ミリ波帯の電波に関する研究を行っ
ています。 の電磁波の存在予測と による実験から既に百数十年以上が経ちます。この間、情報通信技
術 が私たちの生活に直接的間接的に大きな影響を与え続けていることは言うまでもありません。ここでは、当研究
室における幾つかの応用研究を紹介します。

■

一つ目は電波の透過性に関する研究です。医療機関における 線 とか で想像できるように、電磁波は誘電体
内を通過します。この性質から、建物内の様子を画像化する近距離レーダが考えられます。セキュリティ用の壁透過
レーダ、水道管、ガス管、地雷などの地中埋設物探知レーダ、空港での危険物検知用レーダなどに応用できます。この
レーダは一つ使い勝手の悪いところがあり、画像を作るには送受信アンテナを規則的に走査する必要があります。そこ
で、オペレータがアンテナを自由に移動させても画像が得られる処理法を考案し確認中です 図 。
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■

地球上の殆どの物体を占める誘電体の誘電率情報はあらゆる分野での基本量です。通常は伝送線路内に小試料を
充填し、その前後の変化から誘電率を算出します。問題は木などの空間内に誘電体が分布している場合、どう計測する
かです。これに対し、レーダ画像位置の変位と物体の誘電率の関係に着目した新しい計測法を考案しました。壁などの
均一に材料が配分されている場合 図 は材料の誘電率分だけ、空間内に分布している場合 図 は等価的な誘電率分
の位置が変位します。誘電率 水分 と森林バイオマスの相関より、地球規模の環境計測にも応用性があります。
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■

電気長の大きな物体のレーダ断面積、アンテナパターンの計測は困難を極めます。このため、物体近傍の散乱電磁界
を計測し、逆合成開口による画像処理後、遠方電磁界を数学的に評価する方法を確立、提案しています 図 ～ 。

■

実装先プラットフォームの形状を損なわずにアンテナ素子を配置したコンフォーマルアレイの設計は、素子数が大きく
なると、電磁界シミュレータでは計算時間の面で実用的でありません。そこで、コンフォーマル形状が多項式で表される
場合を数学的に解析し、様々な変数を一元的に扱う を開発しました 図 ～ 。

■
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図8 非平面の統一ビーム走査の考案 図９ 開発した多項式曲面アレイの計算GUI 図１０ 鞍型のコンフォーマルモデル 図１１ コンフォーマル放射パターン計算例

θ=45°

図4 近傍電磁界の計測システム 図5 実験用のスケーリングモデル 図６ 図5の逆合成開口(ISAR)画像 図７ 図6から変換した遠方レーダ断面積

図1 アンテナの自在走査による
壁透過型画像レーダの研究

図2 平板画像の強度プロフィール： 二つの
ピーク値の差が画像位置のずれを示す

図3 空間分布物体の等価
的複素誘電率の計測

位置ずれの差


